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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：2023 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ：社会的孤⽴解消のための事業（重症児、医ケア児の家族及び本⼈の社会的孤⽴解消のために）  
● 資⾦分配団体 ：特定⾮営利活動法⼈宮崎⽂化本舗  
● 実 ⾏ 団 体  ：認定特定⾮営利活動法⼈ホームホスピス宮崎   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

① 当事者の⼈数や悩みや要
望を明確にする 

アンケート、カフェ
での相談数 

まずは宮崎市における当事者の半
数を⽬標に意⾒や要望を把握す
る。 

2022 年 6 ⽉ 当事者によるカフェの
利⽤が少なく⾒直しが
必要である。 

３ 

② 社会活動に参加する当事
者が増える 

開催する教室（オン
ライン含む）やサー
クル等への参加数 

宮崎市内の当事者の半数以上が何
らかの形で参加できる。 

2023 年３⽉ 教 室 は 開 催 し て い る
が、参加できる当事者
は少ない。 
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③ カフェを利⽤した就労の
機会ができる。 

カフェの⼿伝い⼈数 週 2 ⽇以上、2 ⼈以上の就労の機
会を作る。 

2024 年 3 ⽉ カフェの稼働状況によ
るが、就労の機会を作
ることができている。 
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④ 当事者の社会活動のため
のファンドレイジング計
画ができる 

作品販売数、ファン
ドレイジングセミナ
ー参加数 

作品販売の実績ができる。初回の
セミナーに 10 ⼈以上が参加する。 

2023 年 3 ⽉ 作 品 は 販 売 し て い る
が、ファンドレイジン
グ計画については⾒直
しが必要である。 
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⑤ SOS ネットワークの枠組
みができる 

ネットワークの構築
状況（ネットワーク
図など） 

ネットワークの枠組みが構築され
る。宮崎市内の当事者の登録が始
まる。 

2023 年３⽉ SOS ネットワークの仕
様が決定し、構築を進
めている。 

2 

⑥ 先進的な取り組みとの相
互連携の仕組みができる 

相互連携の相⼿先 主要な先進事例３カ所以上との情
報ネットワーク構築及び⼈材交流
の実施。 

2024 年３⽉ 先進事例との⼈材交流
は実施している。 
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⑦ ノウハウの蓄積とその共
有により実施体制が確⽴
する 

運⽤マニュアルの整
備 

持続化に向けた事業実施体制及び
評価体制が確⽴する。 

2024 年３⽉ ノウハウが蓄積しつつ
ある。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þ アウトカムの⽬標値 
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3. (任意）活動に関する報告 
相談カフェは、6 ⽉から開始したが、コロナの影響もあり、3 ⽉までに 15 回の開催に留まった。相談対応者は薬剤師にお願いしたが、
薬局は医療・福祉分野に幅広いネットワークがあるので、相談内容も幅広く対応できることが分かった。当事者の実態を把握するため
の取り組みであったが、「5.事業で直⾯している課題」で書いた課題（当事者の外出のしにくさ、コロナ禍の影響）のために、利⽤は
少なかった。そのために、実態調査としては、実際に在宅の医療的ケア児を訪問している訪問看護事業者へのアンケートを⾏って、
まずは、県内の分布や⼈数を把握することとした。 
当事者の悩みを解消する取り組みとして、「ママランチ会」を３回実施した。これは、当事者に気軽に参加してもらってカフェで看護師
などの専⾨家とランチをしながら、悩みなどをピアカウンセリングの形で解消していく取り組みである。参加者は１回につき４名程度と
少ないが、⼦どもがまだ⼩さい⺟親が、⼤きな⼦どもを持つ⺟親に気軽に⼦育て相談をしたり、同席している看護師などに質問したりする
ことで、悩み解消につながっている。 
就労⽀援のへの取り組みとして、在宅でできる仕事や労働が可能な⽇にスポット的にできる仕事を紹介できる仕組みを検討しており、就労
のモデルケースを作る予定である。 
当事者の意⾒を聞く取り組みとして、8⽉から始めた「医療的ケア児家族会ミーティング」は、ほぼ毎⽉１回オンラインミーティングの形
式で開催している。防災やリハビリ、薬の管理⽅法などに関するミニセミナーも取り⼊れ、この事業の報告や意⾒を出してもらう場として
活⽤している。このネットワークには⽀援者も加わり、当事者の悩みを吸い上げる場にもなっている。また、SOS ネットワーク（仮称）の
仕様についても意⾒をいただいている。 
SOS ネットワーク（仮称）については、「つどいけあ」という名称とし、悩み相談掲⽰板を柱として、公的な情報、お仕事情報、サポート
情報などを提供できる仕組みとして構築中である。実態把握や孤⽴解消のためのツールとしても期待できる。相談カフェの機能（オンライ
ン）も組み⼊れていく予定である。 
また、根本的な孤⽴者解消のためには、レスパイトのための施設を増やすことが重要であるが、そのことに関する課題も⾒えてきた。今後
はその課題解決のための取り組みにもチャレンジしていきたい。 
 

 
  



4 
 

③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þ イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
  2022 年 8⽉ 7⽇にMRT宮崎放送のラジオ番組「おやこ応援ラジオ」に出演 
 ウェブマガジン「医療と介護 2040」（2023/1/25） 

2.広報制作物等 
体験教室や相談カフェのチラシ、ホームページの紹介ページ 
3.報告書等 

 事業報告に記載、法人ニュースレター 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
県内家族会ミーティング（2022 年 8⽉よりほぼ毎⽉オンラインで開催） 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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相談カフェの様⼦ ヨガ教室の様⼦ ママランチ会の様⼦ 

家族会ミーティング（オンライン） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

https://www.npo-hhm.jp/kitei.html 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ 内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ 内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


